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と
ほ
か
み
ゑ
ひ
た
め

あ
い
ふ
へ
も
を
す
し

カムロギの渦カムロギの渦カムロギの渦カムロミの渦カムロミの渦カムロミの渦

【
そ
の
１
】

 

腰

〈

触
診〉

腰
椎
４
番
・
５
番

の
右
か
左
に
指
が
入
ら
ず

硬
く
な
っ
て
い
る
場
合
（
腰

痛
予
備
軍
）。

〈

原
因〉

硬
く
な
っ
て
い
る

ほ
う
は
、
腸
骨
が
前
に
倒

れ
る
こ
と
に
よ
り
、
腸
骨

と
腰
椎
４
番
・
５
番
に
つ

く
腸
腰
靱
帯
が
緊
張
し
て

い
ま
す
。
そ
れ
が
腰
痛
の

原
因
で
す
。

〈

置
き
方〉 

お
腹
の
下
部

（
腸
を
手
で
ど
か
す
）
と
鼠

径
部
に
く
る×

く
る
立
体
ふ
と

ま
に
を
置
く
。

『
く
る×

く
る
立
体
ふ
と
ま
に
』で
体
の
調
整
を
す
る

　
〜
基
本
的
な
使
い
方
〜

く
る×

く
る
立
体
ふ
と
ま
に
を
体
の
上
に
置
い
て
、
太
祝
詞
を
３
回（
ま
た
は

５
回
、
７
回
既
剛
・
・
・
）唱
え
る
と
、
触
診
し
た
箇
所
の
緊
張
が
ほ
ぐ
れ
ま

す
。 

こ
れ
が
毎
日
の
基
本
と
な
り
ま
す
。 

朝
、
昼
、
夜
と
行
い
ま
し
ょ
う
。同

じ
箇
所
を
カ
ム
ロ
ギ
・
カ
ム
ロ
ミ
う
ず
気
功
法
と
併
用
し
ま
す
。

表
裏
に
つ
い
て
は
、
く
る×

く
る
立
体
ふ
と
ま
に
は
、
文
字
が
浮
か
ん
で
見
え

る
ほ
う
を
「
天
（
宇
宙
）」
に
向
け
て
使
っ
て
く
だ
さ
い
。 

上
下
に
つ
い
て
は
、

真
ん
中
の
渦
が
左
右
（
フ
ト
マ
ニ
図
参
照
）
に
位
置
す
る
よ
う
に
置
く
の
が

基
本
で
す
が
、 

あ
ま
り
こ
だ
わ
る
必
要
は
あ
り
ま
せ
ん
。

【
そ
の
5
】 

 

肺

〈

触
診〉

胸
椎
３
番
の
右

か
左
に
指
が
入
ら
ず
硬
く

な
っ
て
い
る
。
ま
た
は
、

胸
椎
1
番
・
２
番
の
右
か

左
に
指
が
入
ら
ず
硬
く

な
っ
て
い
る
場
合
。

〈

置
き
方〉 

鎖
骨
の
下
に

置
く
。
つ
ぎ
に
、
鎖
骨
の

隅
に
置
く
。

く
る×

く
る
立
体
ふ
と
ま

に
を
置
い
て
処
置
し
た

後
、
同
じ
場
所
に
、
片
野

貴
夫
指
導
の
「
カ
ム
ロ
ギ
・

カ
ム
ロ
ミ
う
ず
気
功
」
を

併
用
し
て
行
な
い
ま
す
。

手
の
指
を
曲
げ
て
、
両
手

の
指
の
爪
の
表
面
を
皮
膚

に
あ
て
、
円
を
描
き
な
が

ら
マ
ッ
サ
ー
ジ
し
ま
す
。

回
し
方
は
「
中
心
で
下
げ

て
回
す
」。
す
な
わ
ち
、

体
の
中
心
ま
で
両
手
を
寄

せ
た
ら
、
下
に
下
げ
、
そ

れ
ぞ
れ
を
左
右
に
広
げ
る

よ
う
に
し
て
、
円
を
描
い

て
く
る
く
る
回
し
ま
す
。

『
片
野
式
カ
ム
ロ
ギ
・
カ

ム
ロ
ミ
う
ず
気
功
』
参
照
。

　
　 【

そ
の
4
】

心
臓

〈

触
診〉

胸
椎
４
番
・
５
番
の
右
か

左
に
指
が
入
ら
ず
硬
く

な
っ
て
い
る
場
合
。

〈

置
き
方〉 

乳
の
両
側
に
置
く
。

　

【
そ
の
2
】

消
化
器

〈

触
診〉 

胸
椎
11
番
・
12
番
の
右
か

左
に
指
が
入
ら
ず
硬
く

な
っ
て
い
る
場
合
。

〈

置
き
方〉

み
ぞ
お
ち
と
へ
そ
の
間

に
、
縦
に
２
つ
置
く
。

【
そ
の
3
】

肝
臓

〈

触
診〉 

胸
椎
９
番
・
10
番
の
右
か

左
に
指
が
入
ら
ず
硬
く

な
っ
て
い
る
場
合
。

〈

置
き
方〉  

胸
の
下
（
期
門
）
に
置
く
。

カ
ム
ロ
ギ
・
カ
ム
ロ
ミ
う
ず
気
功

ひ
と
つ　

ふ
た
つ　

み
っ
つ　

よ
っ
つ　

い
つ
つ　

む
っ
つ　

な
な
っ
つ　

や
っ
つ　

こ
こ
の
つ　

と
う

ひ
ー　

ふ
ー　

み
ー　

よ
ー　

い
ー　

む
ー　

な
ー　

や
ー　

こ
ー　

と
ー

太祝詞（ふとのりと）

片野貴夫の解釈により、実際の文献からフトマニ図を 90度左に回転させています。

カムロギ・カムロミとは、太陽から降り注ぐエネルギーで、
螺旋を描きながら地球に下りてきます。フトマニ図の真ん中の左右の渦がそれを表しています。

※ホツマ文字のフトマニ図で説明しています。
フ
ト
マ
ニ
図
と
は

ホ
ツ
マ
文
字
（
ヲ
シ
デ
）
を
使
っ
た
古
代
文
献
「
フ
ト
マ

ニ
」（
1
2
8
首
の
和
歌
集
）
に
添
付
さ
れ
て
い
た
図
形
。

48
文
字
を
、
ひ
と
つ
ひ
と
つ
の
音
（
文
字
）
を
「
神
」
と
し

て
ま
つ
っ
て
お
り
、
宇
宙
か
ら
飛
来
す
る
エ
ネ
ル
ギ
ー

を
図
形
で
表
し
て
い
ま
す
。こ
こ
に
は
健
康
長
寿
の
秘

密
が
隠
さ
れ
て
い
ま
し
た
。

◆
中
心
か
ら
２
番
目
の
円
に
は
「
ト
ホ
カ
ミ
ヱ
ヒ
タ
メ
」

の
８
文
字（
８
神
）、
３
番
目
の
円
に
は「
ア
イ
フ
ヘ
モ
ヲ

ス
シ
」の
８
文
字（
８
神
）、
さ
ら
に
外
側
の
円
に
は
、
そ

れ
以
外
の
32
文
字
（
32
神
）
が
２
文
字
ず
つ
配
置
さ
れ
て

い
ま
す
。

◆
本
来
、
フ
ト
マ
ニ
は
、
ホ
ツ
マ
文
字
で
書
か
れ
て
い
ま

す
が
、
気
功
治
療
家
・
古
代
文
字
研
究
家
の
片
野
貴
夫

が
実
践
を
重
ね
て
ア
レ
ン
ジ
し
、
こ
の
図
形
の
中
に
、
選

り
す
ぐ
り
の
神
代
文
字
を
刻
印
し
ま
し
た
。

◆
く
る×

く
る
立
体
ふ
と
ま
に
は
、
フ
ト
マ
ニ
図
を
本
来

の
形
状
ど
お
り
に
、
八
角
形
の
ク
リ
ス
タ
ル
ガ
ラ
ス
を

使
っ
て
立
体
に
再
現
し
た
も
の
で
、「
ト
ホ
カ
ミ
ヱ
ヒ
タ

メ
」
は
左
回
り
に
、「
ア
イ
フ
ヘ
モ
ヲ
ス
シ
」
は
右
回
り

に
、
螺
旋
を
描
き
な
が
ら
存
在
す
る
こ
と
が
、
真
上
か
ら

見
る
と
一
目
で
わ
か
る
よ
う
に
作
ら
れ
て
い
ま
す
。
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＜本製品の取り扱い上の注意＞
※ 効果については個人差があります。
※ 水で洗ったり、水中で使用しないでください。
※ 強く叩いたり、落としたりすると、破損の原因になるので、ご注意ください。

『くる×くる立体ふとまに 』は、
気功治療家＆古代文字研究家片野貴夫および

一般社団法人古代日本の癒し普及協会が監修したものです。

＜商標登録出願済＞

（販売元）
一般社団法人古代日本の癒し普及協会
〒271-0051 千葉県松戸市馬橋301-1 真南風内　
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を使って
体を調整する方法。

立体ふとまに
クリスタルクリスタルクリスタル

×くる
　
くるくる
　
くる× 詳しくはQRコードを

参照して下さい

爪の表面を皮膚にあてる中
心

片
野
貴
夫
監
修
グ
ッ
ズ

お
部
屋
の
浄
化
、ま
た
は
、手
軽
な

ヒ
ー
リ
ン
グ
ツ
ー
ル
と
し
て

ご
利
用
で
き
ま
す
。

立
体
ふ
と
ま
に

ク
リ
ス
タ
ル

ク
リ
ス
タ
ル

×

く
る　

く
る

×

く
る　

く
る


